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昨年末から広がり続ける新型コロナウイルスについて、国・県・市でも様々な対策を講じています。安城市議会としても
3月4日に議員提出議案として、「新型コロナウイルス感染症対策の強化を求める意見書」1 1項目を国へ提出しま

した。また、新型コロナウイルスの感染拡大に伴う市職員の事務処理負担の軽減を目的に安城市議会初となる、代表
質問・一般質問を取り下げ、会期日程も 3/4�3/2 4 だったものを 3/ 1 8 に閉会日を短縮しました。

こうした未だかつて経験したことのない国家的な危機に対し、国や地方自治体、医療機関関係者、事業者、そして
国民が一丸となって協力し感染拡大防止に向け、迅速かつ的確で柔軟な対策の強化が必要です。

消防団や自主防災組織の充実強化に向けて

消防団及び機能別消防団員の人員確保と装備の充実について質問！

取り巻く情勢
｀ 

消防団は有事の際の住民の安全確保、被害軽減等に活躍 全国の団員数は、少子高齢化による若年層の減少、
就業構造の変化、地域社会への帰属意識の希薄化など
の社会環境の変化により、一貫して減少し続けている。

されています。消防団は、地域住民を中心とした組織で、今後
は幅広い防災力と地域コミュニティとの連携を強化し、地域防
災体制の中核的存在としての役割を担っていく必要があるが、
消防団員数の減少が大きな課題となっている。

消防団は消火活動のみならず、火災の予防活動や、
地震・風水害等の対応など、幅広く地域防災の要として
活躍しており、必要不可欠な存在である。

委員会質問

問1 ：新人消防団員の人員確保に向けた、
団員の処遇改善について。

問2:自主防災組織のレベルアップの内容。
問3 ：本市の衣浦東部広域連合単独経費

負担金の増額1,212万円について。

答1 ：道路交通法の改正による準中型自動車の新設に
伴い、5分団の団員を対象に準中型免許の取得
経費を助成する。

答2:愛知県との合同防災訓練での実技研修や外部
講師による講義を取り入れ、回数を増やし充実化。

答3:災害発生時などにおける迅速な情報収集のため、
安城消防署にドロ ー ン2台を配備するため、機体
購入費用・操作研修費など、650万円の経費。
及び消火栓設置工事費用。

ドロ ー ンについては万一の災害に備えて自動航行や、浮き輪やロ ープなどの物件投下機能

及び、30倍ズームの高精度カメラを搭載する主要機1台、サブ機1台の導入を計画！
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